
明通寺（小浜市）

説明板が立っている



　　大同元年（806年）に征夷大将軍の坂上田村麻呂が創建したと云う



　　　小浜市は大陸に近い港町であり、古来から朝鮮半島や中国との交易が盛んで、鯖街道はその歴史を物語る



　　　　　本堂と三重塔が国宝となっている



　　ここから参道を登っていく



　これは山門（仁王門）/1772年の再建



　　　　　上部の組物の様子/斗栱は三手先



　　　　江戸時代的な蟇股



　　　　　石積み基壇と礎石の様子



鎌倉時代作とされる像高190ｃｍの迫力のある阿吽の仁王像



　　天井の様子



　　鐘楼



さて、前方に本堂が見えてくる



入母屋の屋根が、大きく翼を広げた鳥のように見える



　　アップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/uN0GwglkA4I


　　さて、右手が本堂の向拝/前方の一段上には三重塔が見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/xdRp4TB4SzA


本堂の説明板/正嘉2年（1258年）鎌倉時代中期の再建 /国宝



　　単層入母屋造/檜皮葺/和様建築で、中世密教寺院の本堂として典型的な五間堂/自然石の乱積の基壇上に建つ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/jFIRa-2Snh0


　ここが向拝/向拝部分は江戸時代に付け加えられたものであるとされ、再建当時のものではないようだ



　　　向拝の屋根裏を見上げたところ/正面の中備は蟇股



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　同じく右手を見たところ



　　　向拝屋根裏を横から見たところ



海老虹梁の上の出組の斗栱、軒支輪（蛇腹支輪）を見たところ



　　向拝柱下の礎石と礎盤を見たところ



　回縁を見たところ/高欄は付いていない



　　　　　床下の亀腹を見たところ



　回縁は外陣と内陣の境界で奥の内陣の部分が一段上がっている 　隅部の軒裏を見たところ



隅部の斗栱/正面以外の中備は間斗束 （クリックしてビデオを見る）

file:///C:/Users/u7231/OneDrive/画像/修正版フォルダー/二つの仏舎利塔見学と、四隅突出型墳丘墓から古代日本海沿岸の文化圏を探訪　修正版②/明通寺（小浜市）/MVI_3355.MP4


　出入口は桟唐戸



　　　　　　桟唐戸軸吊元の様子



　　　　　　桟唐戸軸受けの様子



　　　　　向拝海老虹梁



　蔀戸



　　　　　　隅部の斗栱



大棟の鬼



　　懸魚



これは本堂内部/中世仏堂特有の外陣と内陣を厳格に区画する構成で、手前が外陣で、菱格子欄間と格子戸で仕切られた一段
上がった奥の部分が内陣/須弥壇中央には、本尊である平安末～鎌倉初期頃の作とされる薬師如来坐像（寄木造/重要文化財）
が、向かって左に深沙大将立像、右に降三世明王立像の脇侍が並び、その前には十二神将が守護するように安置されている



　　　　　さて、こちらが三重塔/文永7年（1270年）鎌倉時代中期の再建/国宝



　　屋根の寸法が上層へ行くに従って低減する割合や軒の出が大きく、安定感を生み、優美な姿を造り出している



　説明板



初重中央間には板唐戸が開いており、脇間には連子窓が設けられている



心柱は初重の天井上より立っており、代わりに初重内部には四天柱が存在する/四天柱の中央には須弥壇が置かれ、そこには阿弥陀
三尊像と釈迦三尊像が安置されている/これら須弥壇や四天柱、また周囲の壁には、十二天像などの仏画が色鮮やかに描かれている
（建立当初のものではないそうだ）



　　　　　雨落溝が設けられている



左側面から見たところ



背面から見たところ



　　　　　　二軒/斗栱は三手先、中備は間斗束/軒天井（小天井）と軒支輪（蛇腹支輪）も見える



　　こう見ると軒の深さが見て取れる



建築様式は基本的に和様であるが、木鼻の一種である拳鼻（こぶしばな）が付くといった、大仏様の特徴も見受けられる/塔に拳鼻が付く例
としては、この明通寺三重塔が現存最古と云う/大仏様の猪目(ハート型)が彫られている



猪目(ハート型)



　擬宝珠によって飾られた高欄付きの回縁が巡らされている



縁束石を見たところ



　　　　　亀腹とその上に立つ礎石（左手）を見たところ



　　　　板唐戸



　連子窓



　　　地垂木と飛擔垂木の軒下と、檜皮葺き屋根の軒反りを見たところ



　　　　　右手の白っぽい肘木は修理（取り換え）したもののようだ



　軒先の納まりを見たところ



　　いやはや、ダイナミック！



垂木と組物が整然と並ぶ、三重塔の軒下 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/cYm8vkq3OHA


　　　　　　三重塔の位置から本堂の屋根を見たところ



　　　　　　軒先左手を見たところ



同じく右手を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/azHC9uRy0eI


　　　　　境内にはこんな宝篋印塔もあった



　　　　さて、これは客殿脇の建物



一風変わった斗栱



　　大仏様の挿肘木形式になっている



参考ホームページ

http://www.kokuhoworld.com/017.html
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